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平
成
18
年
度
は
、
第
４
次
総
合
計
画

の
後
期
基
本
計
画
の
初
年
度
で
、
後
期

基
本
計
画
で
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、
魅
力
あ
る

居
住
環
境
の
形
成
を
進
め
、
少
子
高
齢

化
社
会
の
中
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
次
の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

①
自
然
と
調
和
を
図
り
つ
つ
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り

継
続
し
て
自
立
で
き
る
町
を
目
指
す

た
め
、
自
然
環
境
と
の
調
和
を
図
っ
た

開
発
誘
導
や
、
魅
力
あ
る
居
住
環
境
の

形
成
を
進
め
ま
す
。

②
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り

N
P
O
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
、
行
政
だ

け
で
は
対
応
が
難
し
く
な
っ
た
領
域
を

担
う
こ
と
で
、
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
公

共
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
新
し
い
公

共
空
間
を
形
成
し
、
住
民
と
行
政
の
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

③
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

少
子
高
齢
化
の
進
展
の
中
で
、
一
人

ひ
と
り
が
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
ま
た
、
安
心
し
て
子
ど
も

を
生
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
、
活
気
あ

る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

④
行
財
政
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
連

動
し
た
ま
ち
づ
く
り

行
財
政
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

第
４
次
総
合
計
画
の
各
施
策
に
影
響
を

与
え
る
計
画
で
、
こ
れ
に
沿
っ
た
後
期

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
政
策
的
に
も
財
政
的
に

も
継
続
し
て
自
立
し
た
自
治
体
経
営
を

目
指
す
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
行
に
移

す
年
で
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
行
政
と
住
民

が
相
互
に
連
携
・
分
担
し
、
住
民
が
主

体
と
な
る
領
域
を
創
り
出
す
も
の
で
あ

り
、
地
域
分
権
の
推
進
を
図
る
こ
と
を

最
大
の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
額
は
75
億
１
３
０
０
万
円

前
年
度
と
比
べ
１
億
６

５
０
０
万
円
、

２
・
２
％
の
増
加

平
成
18
年
度
予
算
は
、
将
来
の
町
財
政

が
継
続
的
に
発
展
す
る
た
め
の
基
礎
づ
く

り
を
意
識
し
た
予
算
を
編
成
し
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
厳
し
い
財
源
の
中
、
町
民
の
み

な
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に
応
え
、
満

足
度
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
、
既

存
事
業
の
必
要
性
・
重
要
性
・
緊
急
性
を

検
証
し
、
併
せ
て
歳
出
の
徹
底
し
た
見
直

し
を
図
る
こ
と
で
、
効
率
的
な
予
算
配
分

を
行
っ
て
い
ま
す
。
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発展するまちづくりを目指して発展するまちづくりを目指して
平成18年度当初予算

平成18年度予算案が3月の第1回岡垣町定例会で可決されました。一
般会計予算額は75億1,300万円です。前年度当初予算と比較すると1億
6,500万円(2.2％)の増加となります。

　平成16年度当初予算額は平成7、8年度の減税補てん債の借り換え分 
は除いています。 

■一般会計当初予算規模の推移 
79億円 

78億円 

77億円 

76億円 

75億円 

74億円 

73億円 

72億円 

71億円 
H14 H15 H16 H17 H18

77億8,500万円 

76億8,400万円 

77億8,100万円 

73億4,800万円 

75億1,300万円 

第
４
次
総
合
計
画(

後
期
基
本

計
画)

の
実
行
・
実
現

予
算
の
規
模

岡垣町長　樋　龍治
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特
　
集

平
成
18
年
度
当
初
予
算

■基金（貯金）の状況 
70億円 

60億円 

50億円 

40億円 

30億円 

20億円 

10億円 

0
H14 H15 H16 H17見込 H18予算 

財政調整基金 減債基金 その他 

60億6,553万円 

31億 
5,497 
万円 

30億 
5,688 
万円 

29億 
755 
万円 

29億 
1,129 
万円 

29億 
5,471 
万円 

5億 
980 
万円 

5億 
981 
万円 

5億 
982 
万円 

5億 
983 
万円 5億 

984 
万円 

24億 
76万円 

24億 
5,088 
万円 

24億 
5,093 
万円 

24億 
2,098 
万円 

19億 
9,103 
万円 

60億1,757万円 
58億6,830万円 58億4,210万円 

54億5,558万円 

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、 
　現年度分損益勘定留保資金などで補てんします 

会計区分 予算額 前年比 会計区分 予算額 前年比 

国民健康保険事業 

　収益的収入 

　収益的支出 

　資本的収入 

　資本的支出 

　収益的収入 

　収益的支出 

　資本的収入 

　資本的支出 

住宅新築資金等 

貸付事業 

老人保健事業 

30億6,109万円 

5億1,612万円 

4億9,066万円 

1億7,900万円 

3億1,093万円 

5.0％ 

36億7,556万円 －0.2％ 

268万円 －18.0％ 

1.3％ 

－0.6％ 

26.1％ 

10.0％ 

8億1,409万円 

8億7,739万円 

6億2,650万円 

9億2,344万円 

－9.7％ 

－2.6％ 

－8.8％ 

－11.9％ 

特
別
会
計 

企
業
会
計 

水
道
事
業 

下
水
道
事
業 

■町債（借金）の状況 
56億円 

54億円 

52億円 

50億円 

48億円 

46億円 

44億円 

42億円 

40億円 
H14 H15 H16 H17 

見込 
H18 
予算 

45億145万円 

50億7,566万円 

53億8,871万円 53億6,675万円 53億6,677万円 

基金(貯金)町債(借金)

特別会計・公営企業会計予算

住民サービスの低下を引き起こさないように、
平成18年度も財政調整基金(貯金)を4億3,000万円
取り崩す予定です。基金の取り崩しは、継続して
発展するまちづくりのために、やむを得ませんが、
将来の不測の事態に備えた蓄えが必要になります。

平成16年度までは、大型建設事業(情報プラザ
人の駅、町営住宅海老津団地、岡垣町中学校給食
センター)を行い、起債を発行したため、町債は増
加傾向にありましたが、それ以降は、より厳格な
事業計画に基づき公共工事を実施し、起債の発行
を抑制しているため、前年度並みの水準で推移し
ています。
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町　税
・個人町民税は、税制改正により定率減税の2分の

1廃止、公的年金等控除の縮小、老年者控除が廃止

されることで、増収を見込んでいます。

前年比2,096万円、2.0％あ
・固定資産税は、3年に1度の評価替えの年度にあ

たることから土地・家屋とも評価額は減少します。

さらに、家屋の新・増築は減少傾向にあることか

ら固定資産税全体としては減収を見込んでいます。

前年比6,846万円、5.6％あ
・たばこ税は、増税によって増収を見込んでいま

す。この財源は、児童手当拡充分(第6学年終了ま

で)に充てられます。

前年比785万円、5.9％あ
地方交付税
国の地方財政計画で、前年度比マイナス5.9％

(全国)が示されていますが、国勢調査人口の増加や

固定資産税の評価替えの影響を考慮し、若干の減

額を見込んでいます。

前年比252万円、0.1％あ
町　債
前年度からの継続事業の海老津・源十郎線道路

改良事業や特定地域開発就労事業、今年度に実施

予定の駅周辺整備事業や学童保育所整備事業など

に必要な起債(借金)をしますが、全体では前年度と

比べて減額を見込んでいます。

前年比1,110万円、2.4％あ

■地方交付税・臨時財政対策債の推移（予算ベース） 

H18

H17

H16

H15

H14

（単位：百万円） 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

2,085

2,087

2,062

2,366

2,645

332

365

475

600

243

地方交付税 臨時財政対策債 

【自主財源】 
34億6,599万円 
（46.1％） 

【依存財源】 
40億4,701万円 
（53.9％） 

町税（32.9％） 
24億7,034万円 

繰越金（2.5％） 
1億8,789万円 

繰入金（5.7％） 
4億3,000万円 

使用料・手数料（1.8％） 
1億3,374万円 

諸収入（1.6％） 
1億2,082万円 

分担金・負担金 
（1.5％） 

1億1,531万円 

地方交付税 
（27.7％） 

20億8,465万円 
町債（6.1％） 
4億5,600万円 

国庫支出金（5.7％） 
4億2,599万円 

県支出金（4.8％） 
3億6,137万円 

地方譲与税（4.3％） 
3億2,000万円 

地方特例交付金 
（1.2％） 
8,700万円 

自動車取得税交付金（0.9％） 
7,000万円 

利子割交付金 
（0.2％） 
1,800万円 

その他（0.3％） 
2,400万円 

地方消費税交付金 
（2.7％）2億円 

その他（0.1％） 
789万円 

■町税の推移（当初予算ベース） 

H18

H17

H16

H15

H14

（単位：百万円） 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

1,243

1,154

1,212

1,218

1,149 1,036

1,015

922

931

970

82

84

85

87

100

185

174

173

170

168

固定資産税 個人町民税 法人町民税 その他町税 

国・県支出金
事業費の減少による補助金の減額などはありま

すが、私立保育所の認可開設や児童手当拡充に伴

う国・県補助金が新たに交付されることで、全体

では増額を見込んでいます。

前年比1,007万円、1.3％あ
繰入金
町の歳入の不足を補うために財政調整基金(貯金)

から4億3,000万円を取り崩す予定です。

前年度比2,000万円、4.4％あ

歳　入　予　算

歳
　
入

増

増

増

減 減

減

減
用語解説
○地方交付税…国税のうち所得税などの一定割合を総額として、地方公共団体が等しく事務を遂行できるよう、一定の基準により国が交付
する税
○町債…町の長期にわたる借入金のこと。長期にわたって利用される施設の建設に必要な資金について、世代間の負担の公平を図る観点か
ら、資金を調達して対応しています。
○繰入金…町は基金という形で貯金をしていますが、事業を実施するときにその貯金を取り崩して使います。この取り崩し金を繰入金とい
います。

町　税 国・県支出金

繰入金

地方交付税

町　債
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■公債費の推移 

H18

H17

H16

H15

H14

0 2億円 4億円 6億円 8億円 

5億4,512万円 

5億8,119万円 

6億1,284万円 

6億2,519万円 

8億4,357万円 

性質別 目的別 

人件費 
（18.2％） 

13億6,626万円 

総務費 
（18.1％） 

13億6,016万円 
扶助費 

（11.8％） 
8億8,764万円 

公債費 
（7.3％） 

5億4,512万円 

物件費 
（16.8％） 

12億6,007万円 

補助費等 
（16.9％） 

12億6,830万円 

維持補修費 
（0.6％） 
4,372万円 

投資的経費 
（9.3％） 
7億282万円 

繰出金 
（18.0％） 

13億5,069万円 

その他（1.1％） 
8,838万円 

民生費 
（29.9％） 

22億4,947万円 

衛生費（8.6％） 
6億4,843万円 

労働費 
（0.9％） 
6,907万円 

農林水産業費 
（3.2％） 

2億4,042万円 

商工費（1.1％） 
8,023万円 

土木費（14.4％） 
10億8,145万円 

消防費（5.0％） 
3億7,879万円 

教育費（9.5％） 
7億1,375万円 

公債費（7.3％） 
5億4,512万円 

災害復旧費（0.0％） 
14万円 

諸支出金 
（0.0％） 
0万円 

予備費（0.2％） 
1,200万円 

議会費（1.8％） 
1億3,397万円 

国の人事院勧告の実施による給与制度の見直し

と、行財政構造改革による各種手当の縮小・廃止

により減額となっています。

前年度比　6,576万円(4.6％)あ

乳幼児医療費の対象年齢引き上げや、私立保育

所認可開設、国の制度改正に伴う児童手当の拡充

で大幅に増額しています。

前年度比　1億6,941万円(23.6％)あ

臨時財政対策債や市町村振興資金(中学校給食施

設建設)の償還が始まりましたが、地域総合整備事

業債(いこいの里建設)などの償還の終了で、全体で

は減額となっています。

前年度比　3,607万円(6.2％)あ

指定管理者制度の導入で、公共施設(岡垣サンリ

ーアイ・いこいの里・町営駐車場など)の管理運営

を見直したため減額となっています。

前年度比　6,464万円(4.9％)あ

ごみ・し尿処理などを行う遠賀・中間地域広域

行政事務組合への負担金が減少したことで、全体

では減額となっています。

前年度比　1,048万円(0.8％)あ

老朽化した公共施設に係る補修などで、前年度

予算額の水準を計上しています。

前年度比　344万円(8.5％)あ

海老津駅周辺整備事業(やはぎ川プロムナード整

備、市街地アクセス道路整備)やごみ中継基地建設

に係る周辺対策事業（用水施設工事など）、アスベ

スト対策工事を実施するため増額しています。

前年度比　7,815 万円(12.５％)あ

国民健康保険事業や老人保健事業特別会計繰出

金、保険基盤安定繰出金は医療費の増加の影響を

受け増額しています。

前年度比　1億6,941万円(23.6％)あ

町有財産を売り払うことで生じる収入を、将来

の公共施設の建設・整備を図る資金として積み立

てるため増額しています。

前年度比　8,838万円(89.2％)あ

特
　
集

平
成
18
年
度
当
初
予
算

歳　出　予　算

歳
　
出

増

減

減

減

減

人件費〔職員の給与、議員・委員の報酬、共済組合
負担金など〕

投資的経費〔道路や施設の建設、失業対策、災害復
旧などの事業費〕

繰出金〔会計相互間で、経費の負担区分の原則に基
づき支出されるもの〕

扶助費〔高齢者・障害者等に対する手当、サービス
や医療費など〕

物件費〔公共施設に係る委託料、消耗品費、光熱水
費、燃料費など〕

公債費〔町債の返済〕

その他〔投資・出資・貸付金、積立金など〕

維持補修費〔公共施設を快適に利用するための補修費〕

補助費など〔各団体等に係る補助金・負担金など〕

増

増

増

増
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新規事業を紹介します
公共建築物耐震化優先度調査業務1,095万円

自主防災組織育成補助金交付事業100万円国民保護計画策定業務 12万円

公共施設の耐震化計画を策定後、その計画や地域防災計画を
勘案し、優先順位の高い施設の耐震診断を実施します。

地域による自主的・自発的な防災組織を設立し、災害が発生し
たときに素早く付近住民を救出・消火活動をし、被害の拡大を防
ぐことを目的とします。平成18年度は、10区程度の組織の設立
を目指します。

国民保護法が平成16年9月に施行され、武力攻撃、テロ災
害などから住民の生命や財産を守るため、避難や救援、被害を
最小にとどめるための行動計画を策定します。

乳幼児医療費 6,119万円

こども未来館遊び場整備事業 180万円保育所運営委託事業 4,474万円

少子化対策として、外来の乳幼児医療費の助成対象年齢を、
3歳未満から5歳未満へと引き上げます。

「安心して遊べる裏山」をテーマに、子どもたちが自然に直
接触れて感じられる場所をつくり、基礎体力を高めたり、異年
齢交流を促進したりします。

保育事業を充実させるため、これまで無認可保育施設であっ
た｢おとぎのいえ｣が認可保育所として運営されます。

安全で安心して暮らせる
まちづくりを目指して

・大規模地震対策の推進
・町民による防災体制づくりの推進　
・武力攻撃・テロ災害被害の縮小

子育てしやすい
環境づくりを目指して

・乳幼児医寮費対象年齢の引き上げ
・認可保育所｢おとぎのいえ｣開設
・こども未来館の施設整備

東松原区にあ東松原区にある「おとぎのい「おとぎのいえ」 

山田小学校で遊ぶ子どもたち 

岡垣町役場 

岡垣サンリーアイ 

プロムナードやはぎ 

デイサービスでのリハビリ 

自治区での消火訓練 

こども未来館 

地下鉄サリン事件時の救護活動 

東松原区にある「おとぎのいえ」 

東松原区にある「おとぎのいえ」 

山田小学校で遊ぶ子どもたち 

岡垣町役場 

岡垣サンリーアイ 

プロムナードやはぎ 

デイサービスでのリハビリ 

自治区での消火訓練自治区での消火訓練 

こども未来館 

地下鉄サリン事件時の救護活動 

自治区での消火訓練 

東松原区にある「おとぎのいえ」 

山田小学校で遊ぶ子どもたち 

岡垣町役場 

岡垣サンリーアイ 

プロムナードやはぎ 

デイサービスでのリハビリ 

自治区での消火訓練 

こども未来館 

地下鉄サ地下鉄サリン事件時の救護活動事件時の救護活動 地下鉄サリン事件時の救護活動 

東松原区にある「おとぎのいえ」 

山田小学校で遊ぶ子どもたち 

岡垣町役場 

岡垣サンリーアイ 

プロムナードやはぎ 

デイサービスでのリハビリ 

自治区での消火訓練 

こども未来館こども未来館 

地下鉄サリン事件時の救護活動 

こども未来館 
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平成18年度の主な
モデル地区推進活動助成金交付事業 64万円

地域懇談会実施事業 23万円庁舎改修事業 3,200万円

行財政構造改革での地域分権の推進として、小学校区をモデル
地区とした新しい地域コミュニティを設定します。地域住民の創
意と工夫による地域の特性を活かしたまちづくりを実現します。

これまで以上に、町がみなさんと一緒にまちづくりに取り組む
ため、行政が主体となって情報提供する機会を設けます。

最も多く人が利用する住民課やこども未来課を本館１階に移
すことで、本館１階を中心とした住民総合窓口サービス提供を
実現します。

住民満足度調査分析事業 120万円

海老津駅周辺整備事業 1億280万円介護予防事業 1,816万円

町の政策についての満足度や常に新たな住民ニーズを把握す
るためのアンケート調査を行います。

海老津駅から中心市街地への人の流れや、賑わいを創出でき
る環境整備を図ります。
○やはぎ川プロムナード整備工事
○市街地アクセス道路整備工事(昭和通り)

介護が必要な状態にならないように、生活機能の維持・向上
を積極的に図り、できるだけ自立した生活が送れるように支援
します。

住民と協働の
まちづくりを目指して

・地域分権・対話行政の推進
・住民ニーズの把握
・総合窓口サービスの実現

快適で健やかに暮らせる
まちづくりを目指して

・保健福祉の充実
・魅力、活力ある生活環境の整備

東松原区にある「おとぎのいえ」 

山田小学校で遊ぶ子どもたち山田小学校で遊ぶ子どもたち 

岡垣町役場 

岡垣サンリーアイ 

プロムナードやはぎ 

デイサービスでのリハビリ 

自治区での消火訓練 

こども未来館 

地下鉄サリン事件時の救護活動 

山田小学校で遊ぶ子どもたち 

東松原区にある「おとぎのいえ」 

山田小学校で遊ぶ子どもたち 

岡垣町役場岡垣町役場 

岡垣サンリーアイ 

プロムナードやはぎ 

デイサービスでのリハビリ 

自治区での消火訓練 

こども未来館 

地下鉄サリン事件時の救護活動 

岡垣町役場 

東松原区にある「おとぎのいえ」 

山田小学校で遊ぶ子どもたち 

岡垣町役場 

岡垣サ岡垣サンリーアイ 

プロムナードやはぎ 

デイサービスでのリハビリ 

自治区での消火訓練 

こども未来館 

地下鉄サリン事件時の救護活動 

岡垣サンリーアイ 

東松原区にある「おとぎのいえ」 

山田小学校で遊ぶ子どもたち 

岡垣町役場 

岡垣サンリーアイ 

プロプロムナムナードやはぎドやはぎ 

デイサービスでのリハビリ 

自治区での消火訓練 

こども未来館 

地下鉄サリン事件時の救護活動 

プロムナードやはぎ 

東松原区にある「おとぎのいえ」 

山田小学校で遊ぶ子どもたち 

岡垣町役場 

岡垣サンリーアイ 

プロムナードやはぎ 

デイサービスでのでのリハビハビリ 

自治区での消火訓練 

こども未来館 

地下鉄サリン事件時の救護活動 

デイサービスでのリハビリ 
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～人と自然のやさしいハーモニー～

①自然に想いを～緑を育み水を守るまち～

ISO14001認証登録更新事業 84万円

児童自然体験学習事業 88万円

環境パトロール事業 169万円

生ゴミ回収奨励補助金交付事業 134万円

資源物回収活動奨励交付事業 750万円

一斉清掃補助金交付事業 142万円

小型浄化槽設置整備事業 765万円

家庭版・学校版環境ISO認証事業 46万円

三里松原松くい虫航空防除事業 1,334万円

公園維持補修工事 650万円

排水路改良工事 7,100万円

③暮らしに安心を
～健やかで快適に暮らせるまち～

コミュニティバス運行業務委託料 4,357万円

防犯灯設置事業 691万円

社会福祉協議会補助金 4,262万円

老人福祉施設入所措置費 3,002万円

老人憩の家管理運営事業 1,993万円

敬老会事業(敬老会記念品料、敬老会事業費

補助金、敬老・特別敬老祝金） 3,093万円

介護用品給付サービス事業 513万円

｢食｣の自立支援事業 482万円

緊急通報装置給付等事業 200万円

いこいの里施設管理運営事業 8,608万円

介護保険事業 3億 844万円

障害福祉計画策定業務 193万円

障害者相談センター運営委託料 468万円

障害者地域生活支援事業委託料 138万円

身体障害者施設訓練等支援事業 4,343万円

身体障害(児)者居宅生活支援事業 1,733万円

重度心身障害者タクシー初乗り利用券給付事業

685万円

身体障害者更生医療給付事業 735万円

知的障害者居宅生活支援事業 2,461万円

児童手当支給事業 1億9,114万円

こども未来館運営事業 1,499万円

保育所児童措置事業 7,281万円

広域入所委託事業 1,534万円

乳幼児・障害者・母子家庭等医療費 1億9,107万円

健康対策事業 4,189万円

感染症予防事業 1,347万円

乳幼児・妊婦健診事業 500万円

県道事業負担金 2,250万円

特定防衛施設調整交付金事業(道路) 2,461万円

交通安全施設整備事業 1,793万円

街路整備事業 9,643万円

町営住宅管理事業 1,750万円

防火水槽設置工事 500万円

消防自動車購入事業 1,600万円

②地域に輝きを
～資源を生かし活力を創造するまち～

情報化推進計画策定業務 180万円

情報プラザ管理運営事業 6,209万円

競争力ある土地利用型育成事業 1,115万円

中山間地域直接支払交付金事業 1,079万円

良質米・良質麦生産対策補助事業 250万円

担い手農地情報活用集積促進事業 120万円

県営ほ場整備事業 950万円

ため池整備事業 1,877万円

農業用水路整備事業 3,420万円

漁業振興事業補助金交付事業 130万円

商工業者融資預託金事業 3,000万円

制度融資資金保証料補助事業 250万円

ＪＲ海老津駅前イルミネーション事業 150万円
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平成18年度その他の主要事業

④人に元気を～心が通う交流と文化のまち～

男女共同参画事業 108万円

サンリーアイ施設管理運営事業 2億5,307万円

国際交流事業 2,346万円

障害児学童保育事業 64万円

放課後児童健全育成事業 2,892万円

学童保育所施設整備事業 1,018万円

まつり岡垣事業 600万円

春まつり事業 150万円

波津海水浴場フェスティバル事業 70万円

児童遠距離通学定期補助金事業 143万円

研究指定校等補助金交付事業 190万円

英会話講師招聘事業 395万円

新一年生安全対策事業 43万円

小学校給食調理委託事業 2,828万円

小・中学校施設整備事業 1,729万円

(機械室アスベスト工事含む）

中学校給食調理等委託事業 3,554万円

私立幼稚園就園奨励補助事業 4,197万円

公民館講座事業 352万円

公民館施設整備事業 2,914万円

町民文化祭補助金交付事業 200万円

人権教育事業 390万円

成人式事業 117万円

地域指導員設置事業 202万円

青少年健全育成事業 539万円

通学合宿｢夢の体験塾｣事業 193万円

豊かな心育成実践検討委員会補助事業 150万円

⑤住民と行政の協働によるまちづくりの推進

ネットオークション(ネット公売)実施事業 11万円

職員研修事業 210万円

まちづくりアドバイザー派遣等委託料 35万円

広報公聴事業 974万円

電子計算機管理業務 7,605万円

遠賀・中間地域広域行政事務組合負担金

老人福祉施設費負担金 1,038万円

し尿処理施設費負担金 1億4,036万円

火葬場施設費負担金 1,262万円

ごみ処理施設負担金 2億4,343万円

消防施設費負担金 3億1,923万円

休日急病センター負担金 468万円

組合事務所負担金 3,753万円

農業共済事業特別会計負担金 1,148万円

他会計への繰出金・負担金

公共下水道事業繰出金 4億9,000万円

農業集落排水事業繰出金 1,000万円

漁業集落排水事業繰出金 300万円

国民健康保険事業特別会計繰出金 1億5,828万円

保険基盤安定繰出金 1億1,015万円

老人保健事業特別会計繰出金 3億　579万円

水道事業会計負担金 200万円



岡
垣
中
学
校

町内の小中学校で卒業式、保育所で卒園式が行われ
ました。

内浦小学校 31人
吉木小学校 86人
海老津小学校 103人
山田小学校 105人
戸切小学校 17人
町立小学校合計 342人

岡垣中学校 218人
岡垣東中学校 111人
町立中学校合計 329人

東部保育所 22人
中部保育所 13人
町立保育所合計 35人

卒業おめでとう！
3/10町立中学校卒業式
3/17町立小学校卒業式
3/25町立保育所卒園式

【卒業者数】

10

▲
▲

東
部
保
育
所

▲
▲

中
部
保
育
所

▲
▲

山
田
小
学
校

▲
▲



▲韓国の4つの打楽器の演奏

▲樋　町長を表敬訪問した田中さん(写
真左)と千々谷さん(写真右)

▲村松さんの楽しい話に、会場からは笑いが絶えませんでした
▼サケの稚魚を放流

▲ごみを拾って川をきれいに
しました

中国の笛の名手、
劉宏軍さん

岡垣町商工会海老津支部と花咲き商店街
組合が、矢矧川を清掃しました。肌寒い日
でしたが、地域のボランティアも参加し、
たくさんのごみを拾いました。
清掃後、サケの稚魚を放流し、大きくな
ってこの川に戻ってくることを願いました。

みんなできれいに！矢矧川
3/19矢矧川清掃(矢矧川)

青年海外協力隊の田中富美代さん(鍋田区)と千々谷浩
一さん(戸切白谷区)が、派遣を前に、町長を表敬訪問し
ました。
田中さんは、ソーシャルワーカーとしてルワンダ共

和国に、千々谷さ
んは、電子工学を
ブータンで教えま
す。2人は2年間派
遣され、現地で支
援活動に取り組み
ます。

国際社会で活躍します
3/24青年海外協力隊員が町長表敬訪問

岡垣町消防団副団長
の松本哲夫さん(海老津
区)が、消防庁長官から
永年勤続功労章を授与
されました。
松本さんは、昭和49

年から32年間消防団員
として活動された功績
が認められ、表彰され
ました。

消防・防災活動に活躍
3/28消防功労者表彰伝達式

平成17年度、海鳴り太鼓が財団法人自治総合センター
の助成を受け、2尺9寸の桶胴太鼓１台、1尺8寸の宮太鼓
１台を購入しました。新しい太鼓は、3月25日の男女共同
参画地域フォーラムでも心地よい音を響かせました。

海鳴り太鼓に新しい太鼓 アナウンサー村松真貴子さんの講演や岡垣海鳴り太鼓・
中間まとい太鼓の演奏、芦屋町の砂像展示などが行われ、
400人以上が訪れました。
参加者からは「講演会で、こんなに楽しく過ごせたのは
初めてです。会場全体が盛りあがり、すばらしいコミュニ
ケーションでした。」という声が聞かれました。

みんなでハッピーコミュニケーション
3/25(土)北九州地区男女共同参画地域フォーラム(岡垣サンリーアイ)

国際交流員アドリアナさんの異文化体験の話や、千
代の会の文

ぶん

化
か

箏
ごと

の演奏、岡垣コールハーモニーの合唱
で幕を開け、韓国の打楽器の演奏や、韓国固

こ

城
そん

郡
ぐん

の小
学生の歌声には、会場全体から大きな拍手が送られま
した。
この日は、ワールド青少年のつどいも開催され、子

どもたちや町内外の国際交流員や外国語指導助手など
の外国人が参加しました。

異文化との出会い、ふれあい
3/12第6回国際交流フェスティバル(岡垣サンリーアイ)

▲

11



12

青
葉
短
歌
会

悲
し
き
は
忘
れ
よ
と
説
く
寂
聴
さ
ん

戦
争
の
悲
劇
を
忘
れ
ら
れ
ま
す
か

高
橋
キ
ヌ
エ

主
婦
業
の
終
り
近
づ
き
侘
び
し
か
り

余
生
思
い
つ
つ
明
日
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口
　
一
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よ
ぎ
り
し
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去
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知
り
ぬ
惜
し
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ニ
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ス
に

岩
崎
　
京
子

北
に
帰
る
日
の
間
近
き
か
朝
も
や
の

池
に
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鴨
の
甲
高
く
鳴
く

西
村
　
光
代

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
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会(

夜
の
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丘
陵
の
小
径
に
沿
ひ
て
野
火
走
る

大
野
　
亮
子

春
の
雨
鼻
緒
の
き
つ
き
喪
の
草
履

力
丸
ツ
ヤ
子

わ
た
り
石
二
つ
ほ
ど
な
る
蜷
の
川

木
村
　
　
守

開
拓
の
村
遠
ま
き
に
山
火
か
な

川
原
　
和
子

木
綿
間
俳
句
会

春
寒
し
姉
の
小
袖
の
生
形
見竹

ノ
下
静
子

俳
句
・
短
歌
・
川
柳

俳
句
・
短
歌
・
川
柳

参加する人も読む人もみんな友達。このコーナーで
ひとつになって楽しもう！「どくしゃの私書箱」は、
そんな願いを込めた読者のページです。楽しかったこ
と、悲しかったことから地域の活動まで、また、イラ
スト・4コマまんが・俳句・川柳などの作品もお待ち
しています。
応募先／〒811-4233岡垣町野間1丁目1番1号岡垣町役場
地域づくり課広報「どくしゃの私書箱」係
※住所・氏名（紙上匿名可）・年齢・電話番号をお忘れなく

2月26日、福祉サロンで独居者と子供会の交流会を行い、
58人が参加しました。
こども未来館の出張児童館による折り紙のかぐや姫やミ

ュージカル・シアター(生演奏と人形劇)を楽しみ、みんなで
軽食をとるなど、楽しい時間を過ごしました。
【原稿は、南高陽区長小畑節治さんの提供】

気配りと思いやり明るく暖かい住みよい区に

異
国
の
水
音

川
原
　
方
人

山
沿
ひ
に
か
か
れ
ば
は
た
と
風
の
止
む

こ
の
不
思
議
な
る
し
じ
ま
を
歩
む

ひ
と
つ
ま
た
一
つ
光
を
孕
み
て
は
軒の

き

端ば

を
落
つ
る
霜
解
け
の
水

二
十
年
漂
着
物
を
蒐
め
ゐ
る
と
老
は
汀

の
ご
み
漁
り
ゆ
く

う
ち
振
れ
ば
異
国
の
水
音
聞
こ
え
く
る

椰
子
の
実
拾
ひ
き
少
年
の
日
に

飯ま
ま

を
炊
く
政
岡
の
こ
こ
ろ
演
じ
切
る
藤

十
郎
よ
永
久

と

わ

に
若
く
あ
れ

双
の
手
の
試
飲
の
猪
口
を
一
息
に
干
せ

る
美
女
あ
り
酒
蔵
開
き

つ
つ
ま
し
き
老
い
の
身
過
ぎ
に
差
し
込

め
る
恩
籠
な
ら
む
沈
丁
花

じ
ん
ち
ょ
う

匂
ふ

恃
む
な
き
昨
日
が
過
ぎ
て
今
日
が
来
て

氣
付
け
ば
庭
の
草
木
瓜

く

さ

ぼ

け

咲
け
り

子
ど
も
と
お
年
寄
り
が
一
緒
に
折
り
紙
を
し
ま
し
た

▲
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神
の
池
わ
が
も
の
顔
に
残
る
鴨

杉
山
久
美
子

春
雨
に
か
た
ま
り
合
ふ
て
園
の
猿

貞
苅
　
文
枝

救
命
ボ
ー
ト
繋
ぐ
釣
堀
春
一
番

千
々
和
恵
美
子

岡
垣
乳
垂
俳
句
会

囀
の
中
の
出
土
や
耳
か
ざ
り田

中
　
久
子

不
動
寺
の
臍
の
里
山
春
め
き
ぬ

俵
口
　
勝
美

末
広
に
水
尾
光
り
ゐ
て
春
の
湖

外
村
　
次
子

老
ひ
て
な
ほ
鉛
筆
を
と
ぎ
葱
坊
主

寺
田
タ
ツ
子

岡
垣
川
柳
会

誰
の
罪
背
負
う
右
足
ま
ま
な
ら
ず

工
藤
　
熊
雄

ひ
と
呼
吸
お
い
て
返
事
の
次
男
坊

中
村
　
ナ
ヲ

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
日
本
人
は
駆
け
上
が
る

山
本
　
雪
鎧

預
金
な
み
減
れ
ば
嬉
し
い
体
脂
肪

末
松
　
　
碧

岡垣中学校では、体育会の応援合戦
で学生服(詰め襟

えり

の男子学生服)を使用
していますが、学校にある学生服は、
ずいぶん傷んでいます。
いらなくなった中学校や高校の学生

服がありましたら、連絡してください。
問い合わせ
岡垣中学校1282－1333へ

ゆずってください
いらなくなった学生服

2月10日、山田小学校で卒業茶会を行いました。6年生は、自分で
お茶を立てて飲むことで伝統文化を体験でき、卒業前の良い思い出と
なりました。みんなの前でお茶を立てた茶道部の児童からは、｢これを
機会に、家でも抹茶を立てて飲んでいます｣という感想が聞かれました。
この日は学校の日(一般の人が学校を見学できる日)で、参加した保

護者は、「自分の子どもが立てたお茶が飲んだのは初めてで感動しまし
た」とうれしそうでした。
【写真と原稿は山田小学校の提供】

山田小学校卒業茶会

▲学生服での応援合戦は見応えがあります

茶
道
部
の
児
童
が
み
ん
な
の
前
で
お
茶
を
た
て
ま
し
た

▲
▲
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役場・教育委員会 1282―1211

情報プラザ人の駅 1281―2005

こども未来館 1281―5501

東部公民館 1282―0035

中央公民館 1282―0162

西部公民館 1282―7476

町民武道館 1282―6111

岡垣サンリーアイ 1282―1515

社会福祉協議会 1283―2940

シルバー人材センター 1282―4688

いこいの里在宅介護支援センター

1283―0033

岡垣在宅介護支援センター 1282―5167

岡垣東部在宅支援センター 1282―5103

岡垣町公式ホームページアドレス
http://www.town.okagaki.fukuoka.jp
まちの情報や過去の広報おかがき
などを見ることができます

児
童
手
当
の
支
給
対
象
年
齢
が
小
学

校
６
年
生(

12
歳
到
達
後
最
初
の
年
度

末)

ま
で
拡
大
さ
れ
、
併
わ
せ
て
所
得
制

限
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

お
知
ら
せ

新
た
に
児
童
手
当
を
受
け
る
人
は
、

こ
ど
も
未
来
課(

公
務
員
は
勤
務
先)

で
、

認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

改
正
に
伴
う
新
規
請
求
は
、
９
月
30

日
ま
で
受
け
付
け
た
も
の
に
限
り
、
４

月
１
日(

ま
た
は
支
給
要
件
に
該
当
し
た

日)
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
未
来
課
へ

介
護
保
険
の
対
象
に
な
る
福
祉
用
具

を
購
入
し
た
と
き
、
そ
の
費
用
の
一
部

が
介
護
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
て
い
ま

す
。介

護
保
険
法
の
改
正
で
、
４
月
１
日

か
ら
県
の
指
定
を
受
け
て
い
な
い
事
業

者
か
ら
購
入
し
た
と
き
は
、
全
額
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。
購
入
す
る
と
き
は
、

事
前
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

対
　
象

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
、
補
高

便
座
な
ど
・
特
殊
尿
器
・
入
浴
補
助
用

具(

浴
槽
用
手
す
り
、
浴
槽
内
イ
ス
な

ど)

・
簡
易
浴
槽
・
移
動
用
リ
フ
ト
の
つ

り
具
の
部
分(

リ
フ
ト
の
ベ
ル
ト
、
シ
ー

ト
類)

問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
ま
た
は
福

岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
遠
賀
支
部

1
２
９
１
‐
５
２
６
６
へ

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族

で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
に
、
公
務
扶

助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
人
が

い
な
い
場
合
に
、
特
別
弔
慰
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

支
給
内
容

40
万
円
、
10
年
償
還
の
記

名
国
債

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉

課
へ看

護
の
心
、
ケ
ア
の
心
を
分
か
ち
合

う
看
護
の
日
の
つ
ど
い
を
行
い
ま
す
。

と
　
き

５
月
13
日
(土)
午
後
１
時
〜
４

時場
　
所

パ
ピ
ヨ
ン
24
ガ
ス
ホ
―
ル(

福

岡
市
博
多
区)

内
　
容

看
護
体
験
発
表
・
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
、
健
康
相
談
、
講
演(

見
城
美
枝

子
さ
ん)

な
ど

参
加
料

無
料

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
医
療
指
導
課

1
０
９
２
‐
６
４
３
‐
３
２
７
６
へ

と
　
き

７
月
28
日
(金)
〜
８
月
10
日
(木)

13
泊
14
日

と
こ
ろ

グ
ロ
ー
バ
ル
ア
リ
ー
ナ
ほ
か

定
　
員

20
人

対
　
象

県
内
の
高
校
に
在
学
中
で
、

昭
和
63
年
４
月
２
日
〜
平
成
３
年
４
月

１
日
生
ま
れ
で
、
平
成
16
・
17
年
度
に

参
加
し
て
い
な
い
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月
９
日

(火)
ま
で
に
福
岡
県
青
少
年
ア
ン
ビ
シ
ャ

ス
運
動
推
進
室
1
０
９
２
‐
６
４
３
‐

３
６
１
５
へ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
自
然
観
察
を

し
な
が
ら
、
団
体
生
活
の
楽
し
さ
と
社

会
参
加
の
意
義
を
学
び
ま
す
。

【
団
員
】

と
　
き

８
月
２
日
(水)
〜
６
日
(日)
４
泊

児
童
手
当
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た

所得制限限度額 （単位：万円）

扶養親族
などの数

自営業者
（国民年金加入者）

サラリーマン
（厚生年金等加入者）

0人

1人

2人

3人

4人

5人

460

498

536

574

612

650

532

570

608

646

684

722

第
八
回
特
別
弔
慰
金
の

請
求
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

福
祉
用
具
の
購
入
方
法
が

変
わ
り
ま
す

講
　
　
演

看
護
の
心
を
み
ん
な
の
心
に

中
間
・
遠
賀
地
区「
少
年
の
船
」

募
　
　
集

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
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５
日

と
こ
ろ

鹿
児
島
県
知
覧
町
・
奄
美
大
島

募
集
人
員

40
人

参
加
資
格

中
間
市
・
遠
賀
郡
在
住
の

小
学
４
年
生
〜
中
学
２
年
生

参
加
費

○
小
学
生
７
万
２
千
円

○
中
学
生
７
万
５
千
円

申
し
込
み

５
月
１
日
(月)
〜
19
日
(金)
先

着
順

【
ス
タ
ッ
フ
】

内
　
容

団
員
の
世
話

対
　
象

18
才
以
上

参
加
費

実
費(

個
人
負
担)

【
看
護
師
】

対
　
象

看
護
師
資
格
が
あ
る
人

参
加
費

無
料

人
　
数

１
名

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

中
間
・
遠
賀
地
区「
少
年
の
船
」実
行
委

員
会(

武
谷)

1
２
８
２
‐
６
２
６
７
へ

と
き
・
と
こ
ろ(

４
日
間)

５
月
23
日
(火)
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
、
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

５
月
26
日
・
６
月
２
日
・
９
日
(金)
午
前

９
時
〜
11
時
、
遠
賀
町
ふ
れ
あ
い
の
里

定
　
員

30
人(

未
受
講
者
優
先
・
先
着

順)

受
講
料

二
千
円

※
参
加
で
き
る
の
は
、
畜
犬
登
録
・
狂

犬
病
予
防
注
射
済
み
の
健
康
な
犬
で

す
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月
８
日

(月)
か
ら
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
1

２
０
１
‐
４
１
８
１
へ

犬
の
し
つ
け
方
教
室

情報プラザ  
インフォメーション 

お絵かきソフトを使って、自分だけのブックカバーや名刺を作
ります。パソコン初心者でも楽しく作れます。
と　き 5月13日(土)午前11時～午後４時
申し込み 当日(事前申込みはありません)

楽しみながら基本操作を学び、インターネットを使って情報検
索を体験します。
と　き 5月9日(火)23日(火)
○午前の部＝午前10時～正午
○午後の部＝午後１時～午後3時
対　象 町内在住のインターネット未経験者
定　員 各6人　※先着順
参加費 無料
※当日は、午後４時までインターネットコーナーが利用できません
申し込み 4月29日(土)から5月7日(日)までに情報プラザ人の駅へ

【６月実施講座】
○インターネット入門　6月3日・10日(土)午後6時30分～9時
○エクセル入門　6月4日・11日(日)午後1時30分～4時
○ワード入門　6月19日・26日(月)午後1時30分～4時
○デジカメ入門　6月17日・24日(土)午後6時30分～9時30分
【７月実施講座】
○インターネット入門　7月2日・9日(日)午後1時30分～4時
○エクセル入門　7月17日・24日(月)午後1時30分～4時　
○ワード入門　7月15日・22日(土)午後6時30分～9時
○ホームページ作成入門　7月1日・8日(土)午後6時～9時30分
定　　員 各講座　20人
対　　象 ○デジカメ入門＝パソコン・デジタルカメラ経験者

○そのほかの講座＝パソコン初心者
費　　用 各講座1,000円程度
申し込み 5月1日(月)～12日(金)に情報プラザ人の駅・役場総合

案内・中央公民館へ

問い合わせ 情報プラザ人の駅へ
http://www.town.okagaki.fukuoka.jp/plaza/

創作工房人の駅　つくってみようブックカバー

パソコン若葉マーク教室

パソコン講座

情報プラザ人の駅は5月3日(水)は開館します。6日(土)が振替休

館日です。

無料

無料
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と
　
き

７
月
30
日
(日)

と
こ
ろ

第
一
経
済
大
学

対
　
象

給
食
施
設
・
営
業
施
設
な
ど

で
、
調
理
業
務
を
２
年
以
上
経
験
し
た

人受
付
期
間

５
月
29
日
(月)
〜
６
月
２
日

(金)
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

受
験
料

六
千
百
円

願
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

遠
賀
保

健
福
祉
環
境
事
務
所
1
２
０
１
‐
４
１

６
４
へ

行
政
書
士
が
無
料
で
相
談
を
受
け
ま

す
。

と
　
き

５
月
20
日
(土)
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

と
こ
ろ

宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス

内
　
容

自
賠
責
・
自
動
車
保
険
金
請

求
書
、
示
談
書
・
損
害
賠
償
請
求
書
な

ど
の
書
類
作
成

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
行
政
書
士
会

1
０
９
２
‐
６
４
１
‐
２
５
０
１
へ

母
子(

父
子)

家
庭
・
寡
婦
を
対
象
に

無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

と
　
き

５
月
〜
７
月
の
第
２
・
４
火

曜
日
、
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ(

春
日

市)※
要
予
約
、
先
着
４
人
　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
母

子
寡
婦
福
祉
連
合
会
1
０
９
２
‐
５
８

４
‐
３
９
２
２
へ

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
コ
ー
ス

で
、
健
康
を
維
持
し
ま
し
ょ
う

【
水
曜
日
コ
ー
ス
】

と
　
き

○
前
期
＝
５
月
17
日
〜
10
月

25
日
毎
週
水
曜
日
○
後
期
＝
11
月
１
日

〜
３
月
28
日
毎
週
水
曜
日

と
こ
ろ

町
民
武
道
館

参
加
費

前
期
・
後
期
各
五
千
円

【
土
曜
日
コ
ー
ス
】

と
　
き

○
前
期
＝
５
月
20
日
〜
10
月

21
日
第
１
・
３
・
５
土
曜
日
○
後
期
＝

11
月
４
日
〜
３
月
31
日
第
１
・
３
・
５

土
曜
日

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

参
加
費

前
期
・
後
期
各
三
千
円

【
各
コ
ー
ス
い
ず
れ
も
】

と
　
き

午
前
10
時
か
ら
１
時
間
30
分

程
度

内
　
容

ボ
ー
ル
体
操
・
ス
ト
レ
ッ

チ
・
リ
ズ
ム
体
操
な
ど

募
集
定
員

各
コ
ー
ス
30
人
程
度(

先
着

順)申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月
８
日

(月)
ま
で
に
社
会
教
育
課
へ

馬
頭
岳
ふ
れ
あ
い
登
山
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

と
　
き

５
月
20
日
(土)
午
前
９
時
〜

※
雨
天
中
止

集
合
場
所

海
老
津
駅
前

持
っ
て
く
る
も
の

弁
当
・
水
筒
・
手

袋問
い
合
わ
せ

岡
垣
登
山
連
盟(

向
井)

1
２
８
２
‐
５
１
６
３
へ

ス
ポ
ー
ツ

相
　
　
談

試
　
　
験

交
通
事
故
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

調
理
師
の
試
験
を
受
け
て
み
よ
う

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操

役役役役場場場場ののののニニニニュュュューーーーフフフフェェェェイイイイスススス 平成18年度新規採用職員紹介

税務課　平田
ひ ら た

一彦
かずひこ

みなさんこんにちは。岡垣
は私の郷土であり、20年以上
もみなさんにお世話になって
きました。
これから、岡垣町と住民の

みなさんのために働けるよう
日々精進していきたいと思っ
ています。

企画政策室　後
ご

藤
とう

理
り

英
え

岡垣町は、美しい自然に恵
まれた魅力ある町です。
その魅力を最大限に引き出

したまちづくりを進めていき
たいと思っています。
町民の方々に｢岡垣町に住ん

でよかった｣と心から感じてい
ただけるよう、がんばります。

新
緑
の
中
で
楽
し
く
汗
を
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香香
典典
返返
しし
寄寄
付付

次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と
し
て

ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
故
人
の

ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。（
３
月
受
付
分
ま
で
）

○
　
安
高
　
和
彦
　
様
（
野
間
一
）

故
　
安
高
　
貞
子
　
様
　
84
歳

○
　
種
田
　

子
　
様
（
南
高
陽
）

故
　
種
田
　
益
雄
　
様
　
78
歳

○
　
立
石
　
了
一
　
様
（
吉
木
）

故
　
立
石
惠
美
子
　
様
　
72
歳

○
　
西
村
　
隆
宏
　
様
（
三
吉
）

故
　
西
村
ア
キ
子
　
様
　
76
歳

○
　
今
泉
　
宜
雄
　
様
（
百
合
ヶ
丘
）

故
　
今
泉
　
君
子
　
様
　
83
歳

○
　
田
篭
　
朱
美
　
様
（
旭
中
）

故
　
田
篭
　
一
雄
　
様
　
84
歳

○
　
松
本
　
助
次
　
様
（
吉
木
）

故
　
松
本
日
出
男
　
様
　
79
歳

○
　
塩
津
　
健
一
　
様
（
旭
東
）

故
　
塩
津
ミ
チ
子
　
様
　
83
歳

○
　
稲
富
　
克
敏
　
様
（
野
間
一
）

故
　
稲
富
　
雅
子
　
様
　
73
歳

○
　
原
　
　
重
人
　
様
（
吉
木
）

故
　
原
　
久
小
江
　
様
　
78
歳

○
　
武
内
　
忠
義
　
様
（
野
間
一
）

故
　
武
内
　
明
美
　
様
　
63
歳

○
　
砂
田
　
勝
利
　
様
（
新
海
老
津
）

故
　
砂
田
　

子
　
様
　
88
歳

老
人
ク
ラ
ブ
寄
付

○
　
田
篭
　
朱
美
　
様

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き

５
月
12
日
(金)
午
後
６
時
30

分
〜
７
時

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
者

八
洲(
フ
ォ
ー
ク)

曲
　
目

た
こ
や
き
ラ
ブ
ソ
ン
グ
　
ほ

か※
入
場
無
料

サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座
受
講
生
募
集

文
化
講
座
に
新
規
入
会
す
る
と
き

は
、
入
会
金
が
必
要
で
す
。

【
た
の
し
い
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
】

と
　
き

第
１
・
２
・
３
月
曜
日
午

後
６
時
15
分
〜
９
時
45
分
、
１
人
あ

た
り
30
分

受
講
料
・
維
持
費

一
万
五
千
九
百

円(

３
か
月
分)

【
オ
カ
リ
ー
ナ
】

と
　
き

第
１
・
２
・
３
木
曜
日
午

前
10
時
〜
11
時

受
講
料
・
維
持
費

一
万
二
千
九
百

円(

３
か
月
分)

【
美
し
い
日
本
の
う
た
と
童
謡
】

と
　
き

第
１
・
３
木
曜
日
午
後
１

時
〜
２
時
30
分

受
講
料
・
維
持
費

八
千
百
円(

３
か

月
分)

【
ゆ
と
り
の
中
高
年
書
道
】

と
　
き

第
２
・
４
月
曜
日
午
前
10

時
〜
正
午

受
講
料
・
維
持
費

九
千
六
百
円(

３

か
月
分)

古
典
絵
画
技
法

と
　
き

第
１
・
２
木
曜
日
午
後
１

時
〜
４
時

受
講
料
・
維
持
費

九
千
六
百
円(

３

か
月
分)

休
館
日
の
お
知
ら
せ

５
月
３
日
(水)
は
開
館
し
、
６
日
(土)

が
振
替
休
館
日
で
す
。

ヘルシークッキング

すき焼き風煮物
材
料

○
焼
き
豆
腐
２
分
の
１
丁
○
豚
ひ
き
肉
50
g

○
ニ
ン
ジ
ン
40
g
○
タ
マ
ネ
ギ
80
g
○
干
し

シ
イ
タ
ケ
２
○
キ
ヌ
サ
ヤ
20
g
○
し
ょ
う
ゆ

大
さ
じ
１
強
○
砂
糖
小
さ
じ
２
と
２
分
の
１

○
酒
小
さ
じ
２
○
だ
し
３
０
０
cc
○
片
栗
粉

大
さ
じ
２
○
水
大
さ
じ
２

作
り
方

①
ニ
ン
ジ
ン
は
い
ち
ょ
う
切
り
、
タ
マ
ネ
ギ

は
縦
半
分
に
切
っ
て
輪
切
り
に
す
る
。
シ

イ
タ
ケ
は
水
で
戻
し
て
せ
ん
切
り
、
キ
ヌ

サ
ヤ
は
軽
く
塩
ゆ
で
す
る
。

②
だ
し
を
煮
立
て
、
ニ
ン
ジ
ン
、
タ
マ
ネ
ギ
、

シ
イ
タ
ケ
を
入
れ
、
柔
ら
か
く
な
る
ま
で

煮
る
。

③
②
に
ひ
き
肉
を
入
れ
、
砂
糖
、
酒
、
し
ょ

う
ゆ
の
順
で
入
れ
る
。
ひ
き
肉
が
ひ
と
か

た
ま
り
に
な
ら
な
い
よ
う
箸
で
ほ
ぐ
し
、

豆
腐
を
加
え
て
味
が
染
み
込
む
ま
で
弱
火

で
煮
る
。

④
最
後
に
水
溶
き
片
栗
粉
を
③
に
加
え
、
と

ろ
み
を
つ
け
る(

豆
腐
が
崩
れ
な
い
よ
う

に
注
意
す
る
）。

⑤
器
に
盛
り
、
キ
ヌ
サ
ヤ
を
散
ら
す
。

一
人
分
の
栄
養
価

エ
ネ
ル
ギ
ー
２
１
７
kcal
、
た
ん
ぱ
く
質
15
・

５
ｇ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
１
４
０
mg
、
塩
分
１
・

３
ｇ

岡垣町食生活改善推進会（ヘルスメイトの会）

第166回



専
用
は
が
き
で
の
申
し
込
み
は
、
４

月
26
日
必
着
で
す
。
は
が
き
を
出
し
忘

れ
た
人
や
は
が
き
が
届
か
な
い
人
で
、

健
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
人
は
、
電

話
で
５
月
９
日
(火)
か
ら
17
日
(水)
ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

65
歳
以
上
の
人
に
生
活
機
能
評
価
が
追

加
生
活
機
能
評
価
は
、
心
身
の
機
能
が

低
下
し
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
近
付

い
て
い
な
い
か
を
把
握
す
る
た
め
に
行

い
ま
す
。
機
能
低
下
が
み
ら
れ
る
人
は
、

介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
介
護

予
防
事
業
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

問
診
項
目
や
血
液
検
査
項
目
、
医
師

の
詳
し
い
診
察
な
ど
が
追
加
さ
れ
ま

す
。

腹
囲
測
定
を
行
い
ま
す

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
と
相
関
が
高
い
と

い
わ
れ
る
腹
囲
を
測
定
し
ま
す
。

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
を
基
に
、
高
血
圧

や
高
血
糖
、
高
脂
血
症
と
い
っ
た
複
数

の
病
態
を
併
せ
持
つ
状
態
を
、
内
臓
脂

肪
症
候
群(

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム)

と
呼
び
ま
す
。

こ
の
状
態
で
は
、
動
脈
硬
化
を
進
行

さ
せ
心
臓
病
や
脳
卒
中
を
起
こ
す
危
険

性
が
高
く
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。

○
前
立
腺
が
ん
検
診

50
歳
以
上
の
男
性
が
対
象
で
基
本
健

診
と
同
時
受
診
が
原
則
で
し
た
が
、
今

年
度
か
ら
前
立
腺
が
ん
検
診
だ
け
の
受

診
が
で
き
ま
す
。
ほ
か
の
検
診
と
同
様

に
必
ず
前
も
っ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

○
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診(

Ｂ
型
・
Ｃ
型)

は
、
平
成
18
年
度
で
終
了
し
ま
す
。

40
歳
以
上
で
ま
だ
受
け
て
い
な
い
人

は
ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ
う
。
事
前
の
申
し

込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
基
本
健

康
診
査
の
申
し
込
み
は
必
要
で
す(

検
診

当
日
に
受
診
の
希
望
を
聞
き
ま
す)

。

健
康
福
祉
課
保
健
師
　
能
見
由
香

申
し
込
み
の
方
法

基
本
健
診
が
変
わ
り
ま
す

検
診
ト
ピ
ッ
ク
ス

高
血
圧
・
心
臓
病
・
が
ん
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
早
期
発
見
の
た
め
、
健
康

診
査
を
行
い
ま
す
。

職
場
な
ど
で
健
診
を
受
け
る
機
会
が
な
い
人
、
健
診
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人
な
ど

は
す
す
ん
で
受
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
健
診
を
機
会
に
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
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健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う健診の種類 対象者 検査料 

基本健康診査(血液検
査、心電図、身長、体重、
血圧、尿検査)

18歳以上で健診を受ける機会のない人(職場健
診のない人・内科的な病気で通院していない人
など)

肝炎ウイルス検診(血
液検査) 
※今年度で終了 

40歳以上で基本健康診査を受ける人(過去に肝
炎ウイルス検診を受けた人は除く)

結核検診(胸部レント
ゲン撮影） 

65歳以上で基本健康診査を受ける人・40歳以
上64歳以下で基本健康診査を受ける人で希望
する人 

胃がん検診(バリウム・
レントゲン撮影) 40歳以上の男・女 

大腸がん検診(便潜血) 40歳以上の男・女 

前立腺がん検診(血液
検査) 50歳以上の男性 

子宮がん検診２年に１
回受診(細胞診)

骨粗しょう症健診 
(前腕部レントゲン撮影)

○70歳以上は、各検診とも無料 
○生活保護・住民税非課税世帯は、健診申し込み時に届け出ください。(調べた上
で無料。健診日当日の申し出は受け付けません) 
○要健康手帳。ない人は当日会場で交付 
○40歳以上は、基本健診(結核検診を除く)、乳がん検診(奇数年生まれの人)は指
定の医療機関でも受けられます。基本健診は8月以降、乳がん検診は秋以降の予
定です。詳しくは広報おかがきでお知らせします 
○年齢は、各健診ともに平成19年3月31日時点での満年齢です 

乳がん検診(視触診、
マンモグラフィー) 
①は1年に1回 
②③は2年に1回 
①②③とも検診内容
は変更不可 

20歳以上の女性 

①30歳以上39歳以下の女性は視触診のみ 

18～39歳までの女性で基本健康診査を受ける
人 

②40歳以上49歳以下の女性で昭和の奇数年生
まれの人はマンモグラフィー(2方向)と視触診 

③50歳以上の女性で明治・大正・昭和の奇数年
生まれの人はマンモグラフィー(1方向)と視触診 

500円 

500円 

500円 

500円 

500円 

500円 

500円 

2,000円 

1,500円 

1,000円 

─ 

【健診の日程】  ▲託児あり 

日　程 場　所 健(検)診項目及び受付時間 
9:00～12:00 9:00～11:00

5月23日(火) 
6月2日(金) 
7日(水) 

　　　8日(木) 
20日(火) 
22日(木) 
25日(日) 
26日(月) 

7月6日(木) 
7日(金) 
10日(月) 
11日(火) 
19日(水) 

　　20日(木) 
27日(木) 

 

いこいの里 
いこいの里 
いこいの里 
いこいの里 
いこいの里 
中央公民館 
いこいの里 
西部公民館 
東部公民館 
東部公民館 
東部公民館 
東部公民館 
いこいの里 
いこいの里 
いこいの里 

基本健診 大腸がん 前立腺がん 
基本健診 大腸がん 前立腺がん 
基本健診 大腸がん 前立腺がん 
基本健診 大腸がん 前立腺がん 
基本健診 大腸がん 前立腺がん 
基本健診 大腸がん 前立腺がん 
基本健診 大腸がん 前立腺がん 
基本健診 大腸がん 前立腺がん 
基本健診 大腸がん 前立腺がん 
基本健診 大腸がん 前立腺がん 
基本健診 大腸がん 前立腺がん 
基本健診 大腸がん 前立腺がん 
基本健診 大腸がん 前立腺がん 
基本健診 大腸がん 前立腺がん 
基本健診 大腸がん 前立腺がん 

胃がん 
胃がん 
胃がん 
胃がん 
胃がん 
胃がん 
胃がん 
胃がん 
胃がん 
胃がん 
胃がん 
胃がん 
胃がん 
胃がん 
胃がん 

 
 
乳がん 子宮がん 
乳がん 子宮がん 骨粗しょう症 
乳がん 子宮がん 
乳がん 子宮がん 
 
 
 
乳がん 子宮がん 
乳がん 子宮がん 
乳がん 子宮がん 
 
乳がん 子宮がん 骨粗しょう症 
乳がん 子宮がん 

▲ 
 

▲ 
 



終
戦
後
、
日
本
は
連
合
国
の
占
領
下

に
入
り
ま
し
た
。

占
領
軍
は
連
合
国
最
高
司
令
官
総
司

部(

G
H
Q)

と
呼
ば
れ
、
司
令
官
は
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
元
帥

げ
ん
す
い

で
し
た
。
彼
は
、
８
月

30
日
、
神
奈
川
の
厚
木
基
地
に
降
り
立

ち
ま
し
た
。

９
月
２
日
に
は
、
東
京
湾
の
戦
艦
ミ

ズ
リ
ー
号
で
、
降
伏
文
書
の
調
印
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
降
伏
は
無
条

件
で
、
占
領
軍
の
権
限
は
絶
対
で
あ
る

と
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
を
占
領
し
た
の
は
、
名
目
は
連

合
軍
で
し
た
が
、
実
質
的
に
は
ア
メ
リ

カ
で
し
た
。
約
40
万
の
陸
軍
部
隊
が
進

駐
し
て
き
ま
し
た
。

隣
町
の
芦
屋
に
も
、
米
軍
が
進
駐
し

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
日
本
陸
軍
の

飛
行
場
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

こ
の
飛
行
場
は
、
１
９
３
９(

昭
和
14
）

年
に
三
里
松
原
を
伐
採

ば
っ
さ
い

し
て
建
設
が
始

ま
り
、
１
９
４
２(

昭
和
17)

年
に
完
成
し

ま
し
た
。
松
原
は
、
農
作
物
保
護
の
た

め
、
江
戸
時
代
に
植
林
さ
れ
ま
し
た
が
、

国
策
の
た
め
に
伐
採
さ
れ
ま
し
た
。
勤

労
奉
仕
隊
が
動
員
さ
れ
、
岡
垣
か
ら
も

参
加
し
ま
し
た
。
北
九
州
か
ら
、
学
生

の
動
員
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
９
４
６(

昭
和
21)

年
か
ら
２
年
間
か

け
て
、
米
軍
に
よ
る
新
た

な
芦
屋
基
地
の
建
設
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

学
校
教
育
で
は
、
１
９

４
６(

昭
和
21)

年
１
月
以

降
停
止
さ
れ
て
い
た
修
身

や
日
本
歴
史
、
地
理
の
３

教
科
の
う
ち
、
地
理
は
６

月
、
日
本
歴
史
は
11
月
か

ら
授
業
が
再
開
さ
れ
ま
し

た
。
新
た
に
編
集
さ
れ
た

日
本
歴
史
の
教
科
書(

小
学

校
用)

は
、『
く
に
の
あ
ゆ
み
』

で
し
た
。

岡
垣
の
教
育
で
は
、
昭

和
21
年
度
は
、
入
学
式
が

４
月
１
日
、
始
業
式
は
11

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
教

科
書
の
受
領
は
、
芦
屋
ま

で
児
童
引
率
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
５
月
に
は
、
教
職

員
組
合
総
会(

午
前)

と
教
育
会
遠
賀
支
部

総
会

(

午
後)

が
、
水
巻
の
頃
末
校
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
各
学
校
か
ら
、
校
長

や
教
頭
、
訓
導

く
ん
ど
う(

教
諭)

ら
が
参
加
し
ま
し

た
。山

田
国
民
学
校
最
後
の
卒
業
生(

１
９

４
７
年
３
月
卒
業)

だ
っ
た
大
木
千
恵
子

さ
ん
は
、
当
時
の
思
い
出
を
次
の
よ
う

に
語
っ
て
い
ま
す
。

終
戦
の
８
月
15
日
は
、
戸
切
の
山
に

松
ヤ
ニ
の
採
取
に
出
か
け
て
い
た
。
帰

り
道
、
上
海
老
津
の
民
家
か
ら
ラ
ジ
オ

の
放
送
が
聞
こ
え
た
。
玉
音

ぎ
ょ
く
お
ん

放
送(

天
皇

に
よ
る
終
戦
詔
書
の
読
み
上
げ)

だ
っ
た

の
だ
が
、
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。
学

校
に
戻
る
と
、
運
動
場
で
兵
隊
さ
ん
た

ち
が
大
声
で
泣
い
て
い
た
。

そ
の
後
、
運
動
場
に
置
か
れ
て
い
た

郷
土
守
備
隊
の
軍
用
品
も
な
く
な
り
、

自
由
に
遊
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
空
襲

警
報
や
灯
火
管
制
も
解と

か
れ
た
の
で
う

れ
し
か
っ
た
。

５
、
６
年
の
担
任
は
、
木
原
貞
子
先

生
だ
っ
た
。
毎
朝
、
海
老
ジ
ョ
ー
ケ
を

持
っ
て
馬ば

糞ふ
ん

拾
い
を
し
た
。
畑
で
野
菜

を
栽
培
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
肥
料

に
し
た
。
廊
下
は
糠
雑
巾
で
磨
き
上
げ

た
。
先
生
は
働
く
こ
と
の
大
事
さ
や
物

を
大
事
に
す
る
こ
と
が
、
国
を
変
え
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
説と

か
れ
た
。

先
生
は
海
老
津
の
小
局

こ
つ
ぼ
ね

に
住
ま
れ
て

い
て
、
田
植
え
や
稲
刈
り
の
手
伝
い
に

も
行
っ
た
。

６
年
の
と
き
の
学
芸
会
は
、「
ク
リ
ス

マ
ス
の
夜
」の
劇
を
し
た
。
私
が
シ
ナ
リ

オ
を
書
く
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
自
分
た
ち

で
準
備
し
た
。
達
成
感
が
あ
っ
た
。

地
理
や
歴
史
の
教
科
書
が
な
か
っ
た

の
で
、
姉
の
女
学
校
の
社
会
科
教
科
書

を
読
ん
で
い
た
の
が
、
社
会
科
好
き
の

き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

岡
垣
の
教
育

（
終
戦
間
も
な
い
こ
ろ
No
２
）

日本の降伏文書に署名するマッカーサー元帥　｢戦争と庶民｣(朝日新聞社)から援用

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会

入
江
　
東
樹
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第
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木 

水 

木 水 

木 
東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 
三吉、三吉団地、吉木、 
高塚、塚原、西黒山、 
東黒山、糠塚、山田 

湯川、波津、原、内浦、 
手野、新松原、元松原、 
海老津、上畑、新海老津 

戸切、戸切白谷、 
戸切百合野、上海老津、 
龍王団地、山田峠 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

○有料シールを貼付してください○粗大ごみは自宅まで取りに行きます 
○出せるごみは「ごみの分け方、出し方」を見てください 

上畑、海老津、戸切百合野 

波津、吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、 
戸切百合野 

東黒山、塚原、吉木、三吉、手野、三吉団地、 
原、波津、内浦 

糠塚、東黒山、山田、戸切、西山田、高倉、 
上高倉、吉木、高塚、塚原 

波津、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、 
戸切、西黒山、高倉、上高倉、新松原、元松原 

月2回 
大型汲取り 
収集地区 

A（1日目） 

B（2日目） 

A（1日目） 

B（2日目） 

C（3日目） 

月2回 
小型汲取り 
収集地区 

し尿収集日程　人頭制（普通式・無臭式）従量制（量による汲取り式） 

粗大ごみ収集日程 し尿収集日程表（月2回汲取り） 

○保育料………………5月分 
　(延長保育料は4月分) 
○町営住宅家賃………5月分 
○固定資産税…………1期分 
○国民健康保険税……1期分 

土日祝日を除く収集日の2日前までに環境共生課へ電話で申し込んでください 

１日 

２日 

３日 

４日 

５日 

６日 

７日 

８日 

９日 

10日 

11日 

12日 

13日 

14日 

15日 

16日 
高倉、上高倉、新海老津、野間一 
野間二、野間三、野間四、山田、 
西山田、東山田、南山田、茅原、桜台 

湯川、原、波津 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＢ、波津、元松原 月２回汲取りＢ 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＣ 

内浦、手野、西黒山、東黒山 

三吉、吉木 

月２回汲取りＡ、糠塚 月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＢ、上高倉 

月２回汲取りＣ、高塚、吉木 

手野、新松原、東山田、 
海老津（小局方面）、上畑 

高陽、東高陽、戸切、戸切百合野、 
戸切白谷、海老津 

○女性のための悩みごと相談 
　 ｢おかがきホ ットライン｣　10:00～17:00 
　　　　1092－741－7140《毎週水曜日》 
○教育電話相談(教育委員会内) 
　　　　1282－4884《毎週月・水・金曜日》 
○心配ごと相談　13:30～16:00 
　12日(金)西部公民館、19日(金)東部公民館  
　26(金)いこいの里 

○法律相談　13:30～16:30 
　12(金)いこいの里 
　※要電話予約1283－2940 
○行政相談　13:30～16:00 
　12日(金)、26(金)いこいの里 
○交通事故相談　10:00～16:00 
　10日(水)ハピネス中間 
　1244－1111

5月の納期 各　種　相　談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署　1293－1231へ 

吉木、高塚、元松原、西黒山 
 

吉木(正矢口方面)、塚原Ｂ 

吉木(正矢口・古小路方面)、 
塚原Ａ、吉木 
 

三吉 

三吉 

三吉団地、三吉 

手野、新松原、内浦 

野間三(高倉団地、西鉄団地)、 
海老津、吉木、緑ヶ丘 

月２回汲取りＢ 

東黒山、西黒山、糠塚 

高倉 

吉木、高塚、上畑、海老津 
上高倉 

山田、東松原、百合ケ丘、鍋田、 
高陽、東高陽、西高陽、東海老津、 
海老津、新海老津、山田峠、糠塚 

戸切、戸切百合野、戸切白谷、 
上海老津 

大　型　車 小　型　車 

糠塚、高倉、吉木（倉丸方面） 

5月 
17日 

18日 

19日 

20日 

21日 

22日 

23日 

24日 

25日 

26日 

27日 

28日 

29日 

30日 

31日 

大　型　車 小　型　車 5月 

波津、原、内浦 

吉木（倉丸方面） 

海老津 

内浦、高倉、海老津、野間四 

高倉、吉木 

戸切、戸切百合野① 

戸切、戸切百合野② 

人　口…32,153人(－19) 
　　　内162人は外国人 
女　性…16,854人(－13) 
男　性…15,299人(－6) 
世帯数…11,932世帯(＋31) 
　　内77世帯は外国人世帯 
　　  (　　)は前月との比較 

出　生…23人 
死　亡…28人 
転　入…243人 
転　出…257人 
まちの広さ…48.51km2

ひとの動き（3月末） 人身事故件数（2月） 救急・火災医療（3月） 
救急 出場件数 99 

　　 搬送人員 95 

火災 出火件数 3 

　　 り災世帯 1 

 

火災の問い合わせ　遠賀郡消防本部10180-999-998

25 

0 

1 

37

（＋13） 

（±0） 

（－1） 

（＋17） 

（＋5） 

（±0） 

（－1） 

（＋2） 

40 

0 

1 

56

2月（前年比） 累計（前年比） 
事故件数 

死亡者数 

重傷者数 

軽傷者数 
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5月の行事予定 
1 
（月） 

8 
（月） 

7 
（日） 

9 
（火） 

2 
（火） 

3 
（水） 

10 
（水） 

4 
（木） 

5 
（金） 

6 
（土） 

13 
（土） 

12 
（金） 

14 
（日） 

21 
（日） 

15 
（月） 

22 
（月） 

29 
（月） 

16 
（火） 

23 
（火） 

30 
（火） 

24 
（水） 

31 
（水） 

25 
（木） 

26 
（金） 

17 
（水） 

11 
（木） 

18 
（木） 

19 
（金） 

20 
（土） 

いこいの里 

スポーツ大会 

こども未来館 母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

子育て相談(こども未来館)9:30～11:30  
自由広場(こども未来館)9:30～11:30  
健康相談(東部公民館)10:00～11:30

４か月児健診(いこいの里)13:00～13:15受付  
７か月児健診(いこいの里)13:15～13:30受付 

創作工房人の駅(情報プラザ人の駅)11:00～16:00

松くい虫航空防除(三里松原)5:00～10:00

第14回健康福祉まつり(いこいの里)9:30～15:00

親子ワールドキッチン（いこいの里）10：00～13：00

岡垣町文化協会定期発表会【芸能祭】(岡垣サンリーアイ) 
10：30～ 

～21日（日）岡垣町文化協会定期発表会【作品展】(岡垣サン 
リーアイ)○19日＝13：00～17：00○20日＝9：00～ 
17：00○21日＝9：00～16：00 

27 
（土） 

28 
（日） 

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

１歳６か月児健診(いこいの里)13:00～13:20受付 

基本検診・大腸がん検診・前立腺がん検診「申込制」 
(いこいの里)9:00～12:00  
胃がん検診｢申込制｣(いこいの里)9:00～11:00

2歳児相談(いこいの里)初回＝13:10～13:30受付 
2回目以降＝13:00～13:15受付 

にこにこ育児サークル(こども未来館)10:00～11:30  
ポリオ予防接種(いこいの里)13：15～13：45受付 

にこにこクッキング「予約制」(中央公民館)10:00～12:30

駅
前
ぎ
ゃ
ら
り
ー
・・・
５
月
上
旬『
岡
垣
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
ク
ラ
ブ
作
品
展
』　
下
旬『
風
友
く
ら
ぶ
作
品
展
』 

7日 
13日 

 
 

12日 
 

14日 
19日 

 

21日 
26日 
～28日 
27日 

 
 

28日 

おはなし会14:30 
おはなし会14:30 
カンタービレサロンコン
サートX19:00 
いちご畑のコンサート 
　18:30～19:00 
おはなし会14:30 
いちご畑のコンサート 
　18:30～19:00 

おはなし会14:30 
日本伝統工芸「能面」麻生
能忍展11:00～18:00 
おはなし会14:30 
いちご塾文化講演会 
　18:45 
おはなし会14:30

3日 
 
 

6日 
 
 

11日 
 

13日 
 

14日 
 
 
 

16日 

18日 
 

20日 
 
 
 

21日 
 
 
 

26日 
 

27日 
 

28日 

アトピー・アレルギー児の
情報交換会 
　10:00～11:30 
イラストクラブ①10:30
～12:00②13:00～
14:30 
ぷくぷくクラブ 
　 10:00～11:00 
音楽ひろば 
　10:00～11:00 
フリークライミング 
　13:00～16:00 
おもちゃ病院 
　10:00～16:00 
プレママクラブ 
　10:00～11:30 

ぷくぷくクラブ 
　10:00～11:00 
野外・スポーツクラブ 
　10:00～11:00 
料理クラブ①10:00～ 
　　　　　②14:00～ 
おもしろクラブ 
　10:00～11:30 
フリークライミング 
　13:00～16:00 
ベビークラブ 
　10:00～11:00 
親子で楽しむ折り紙 
　10:00～12:00 
おもしろクラブ 
　10:00～11:30

7日 
 
 
 
 
 
 
 
 

9日 
13日 

 
 
 

14日 
 
 
 

20日 
21日 

 
27日 

 
28日 

バレーボール連盟・クラブ対抗一般女子バレーボール大会 
　　（ウエーブアリーナ）9:00～20:00 
少年軟式野球連盟・日刊スポーツ新聞社旗争奪戦大会 
　　（松ヶ台グラウンド）7:00～18:00 
軟式野球連盟・春季大会「１日目」（総合グラウンド）8:00～17:00 
硬式テニス連盟・遠賀郡ミックス大会（町民テニスコート） 
　　8:00～15:00 
バレーボール連盟・ジュニアバレーボール大会「新人戦」 
　　（町民体育館）8:30～19:00 
ゲートボール連盟・クラブ対抗大会（総合グラウンド）8:30～13:30 
バドミントン連盟・ジュニアシングルス大会（ウエーブアリーナ） 
　　9:00～20:00 
グラウンドゴルフ連盟・春季交歓大会（総合グラウンド） 
　　9:00～14:00 
剣道連盟・剣道教室入室式、段級別試合（武道館剣道場）8:30～12:30 
ソフトバレーボール連盟・春季大会「町長杯」（ウエーブアリーナ） 
　　9:00～18:00 
軟式野球連盟・春季大会「2日目」（総合グラウンド）8:00～17:00 
登山連盟・馬頭岳ふれあい登山（遠賀町）9:00～15:00 
軟式野球連盟・春季大会「３日目」（総合グラウンド）8:00～17:00 
相撲連盟・春季少年相撲大会（総合グラウンド相撲場）9:30～13:00 
ウォーキング連盟・グリーンパークウォーキング（若松） 
　　8:20～16:00 
ソフトボール連盟・春季東西対抗戦（総合グラウンド）9:00～15:00

6日 
13日 
14日 

 
20日 

 

21日 
 

27日 
 

28日 

舞踊笠西会(笠 ひとみ) 
藤丘新舞踊(藤丘 竜聖) 
健康福祉まつり 
　(11:00～13:30) 
カラオケ・舞踊 
　(松井歌謡教室) 

日本舞踊新若峰流 
　(若峰 寿洋) 
冨久美新舞踊 
　(冨久美 あや子) 
日本舞踊藤扇流(藤扇 豊丞)

ふれあいイベント(12:30～13:30)

おもちゃ図書館日程(13:00～16:00)　13日・27日 

（　 町イベントなど　  健康福祉事業） 

祝・憲法記念日　  
(燃えるごみの収集は行います。粗大ごみの収集は休みです。 
粗大ごみは11日に収集します)

祝・こどもの日 

祝・国民の休日  
(ごみの収集は休みです。不燃ごみ・粗大ごみは11日に収集します)

情報プラザ人の駅と
岡垣サンリーアイは、
3日（水）は開館し、 
6日（土）に休館します。 
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今回の表紙

こども未来館で、3月29日に春の

音楽会が行われました。

子どもたちは、木琴や太鼓など自

分が演奏したいものを持って、みん

なで『威風堂々』を演奏しました。

たった数分の練習でしたが、上手

に楽しく演奏できました。

広報作成に携わって約3年。ついにこのときがやってきました。異動です。広報おか
がきを通して、いろいろなことを学びました。取材先での人との出会いや感動は、私を
強く、そして大きくしてくれました。少し寂しい気持ちですが、新しい職場でも明るく
元気に！をモットーにがんばります。最後に、私を支えてくださったすべての方、今ま
で本当にありがとうございました。これからも、よろしくお願いします！ (竹森)
はじめまして。4月から広報の担当になりました。私は生まれも育ちも岡垣町ですが、

先日初めて取材に同行したとき、まだまだ知らない岡垣町がたくさんあることに気がつ
きました。これから新たな発見と出会いを求めて、どんどん町内を走り回ります。みな
さんに会える日を楽しみにしています。どうぞよろしくお願いします。 (波多野)
引き続き広報担当を続けられることになりました。波多野さんと一緒にがんばって、

新しいことにもチャレンジしたいと思います。 (村上)
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4月1日に成田山境内地で春まつり
が行われました。この日は桜が満開
で、訪れた人はイベントも桜も満喫
していました。

▲美空ひばりの歌を歌う、博多ひばりさん

▲一般の参加者も歌や踊りなどを披露 ▲桜やイベントを見たり出店の食べ物を食べたり、楽しみかたは人それぞれ

▲抽選でさざえが当たった人は大喜び
▲▼大声大会には30人が出場(写真上が優勝者)
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